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ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
憲
法
史
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

│
│
「
民
の
声
は
天
の
声
（vox populi, vox dei

）」
の
復
権
の
た
め
に
│
│

川　

畑　

博　

昭

は
じ
め
に

　

近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
名
で
新
自
由
主
義
的
経
済
政
策
が
展
開
さ
れ
、
社
会
経
済
格
差
が
体
感
さ
れ
始
め
て
、
よ
う
や
く
「
ポ
ピ
ュ

リ
ス
ト
」
や
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
が
語
ら
れ
る
と
こ
ろ

）
1
（

と
、
近
代
政
治
社
会
史
そ
の
も
の
の
な
か
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
常
駐
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
は
、
こ
の
概
念
が
指
し
示
す
意
味
は
当
然
異
な
る
。
か
つ
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
憲
法
学
者
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
「
す
で
に
ビ
ル
ト
・
イ
ン
さ
れ
た
現
実
（realidad instalada

）」
と
表
現
し
た

）
2
（

が
、
イ
ベ
リ
ア
諸
国
が
「
近

代
」
に
先
駆
け
て
も
く
ろ
ん
だ
世
界
展
開
の
主
要
舞
台
に
組
み
込
ま
れ
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
に
と
っ
て
、
現
下
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
」
は
何
ら
目
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
地
域
の
国
々
の
歴
史
と
と
も
に
存
在
し
て
き
た
現
象
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
が
第
一
次
産
品
輸
出
依
存
型
の
経
済
に
よ
っ
て
世
界
市
場
に
組
み
込

ま
れ
、
世
界
の
資
本
主
義
体
制
の
下
で
従
属
的
地
位
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
国
家
と
し
て
展
開
し
始
め
て
以
来
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
こ
の
地

域
に
刻
印
さ
れ
た
政
治
現
象
で
あ

）
3
（

る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
こ
の
地
域
で
も
徹
底
的
な
新
自
由
主
義
路
線
の
国
家
構
造
改
革
が
お
こ
な

わ
れ
、
そ
こ
で
の
政
治
手
法
が
「
新
自
由
主
義
的
ネ
オ
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」（neopopulism

o neoliberal

）
か
ど
う
か
が
論
じ
ら
れ

た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ボ
リ
ビ
ア
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
相
次
い
で
「
左
派
」
政
権
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や
「
反
米
」
政
権
が
誕
生
し
、
富
の
再
配
分
や
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
国
家
の
役
割
を
再
評
価
す
る
「
ポ
ス
ト
新
自
由
主

義
」
の
時
代
に
入

）
4
（

り
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
文
脈
で
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
問
い
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
ま
る
で
、

永
遠
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
く
び
き
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
地
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
比
較
研
究
に
お
い
て
は
欠
か
せ
な
い
当
該
地
域
・

国
家
の
「
固
有
の
文
脈
」
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ

）
5
（

る
。

　

本
稿
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
現
象
を
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
統
治
手
法
を
特
徴
づ
け
る
大
統
領
中
心
主
義
と
の
関
係
に
お
い

て
位
置
づ
け
つ
つ
、
こ
の
地
域
の
「
固
有
の
文
脈
」
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
歴
史
的
産
物

0

0

0

0

0

と
し
て
の
国
家
間
権
力
格
差
構
造
を
前

提
と
し
た
「
弱
い
国
家
」
か
ら
の
主
権
論
あ
る
い
は
民
主
主
義
論
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
文
脈
に
こ
だ
わ

る
こ
と
で
、
民
主
主
義
を
め
ぐ
っ
て
は
地
域
内
部
に
存
在
す
る
相
違
以
上
に
、
む
し
ろ
国
家
間
権
力
格
差
構
造
と
の
関
わ
り
で
共
通
し
た

問
題
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ

）
6
（

る
。

　

独
任
制
中
心
型
の
統
治
か
ら
民
主
主
義
を
考
察
す
る
本
稿
の
立
場
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の
歴
史
的
性
格
を
、
国
家
間
権
力
と
国
内

社
会
に
お
け
る
二
重
の
格
差
の
構
造
化
と
見

）
7
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
一
国
内
の
主
権
を
規
定
す
る
対
外
的
要
因
を
考
慮
の
外
に
お
い
て
、
憲

法
規
範
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
「
人
民
主
権
」
規
定
の
存
在
や
、
実
際
の
政
治
に
お
け
る
軍
事
政
権
か
ら
文
民
政
権
へ
の
移
管
を
「
民
主
化
」
と

捉
え
る
の
み
で
は
、
国
民
主
権
の
実
質
化
は
展
望
し
難

）
8
（

い
。
統
治
形
態
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
見
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
が

国
家
元
首
で
あ
り
行
政
権
の
長
と
し
て
の
共
和
国
大
統
領
を
置
い
て
い
る
だ
け
に
、
公
選
制
を
通
じ
て
独
任
制
か
ら
生
起
す
る
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
の
可
能
性
は
、
そ
も
そ
も

0

0

0

0

憲
法
制
度
そ
の
も
の
に
ビ
ル
ト
・
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
一
過
性
の
「
例
外
状
況
」
と
し
て
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

を
捉
え
る
向
き
が
強
い
日
本
を
は
じ
め
先
進
諸
国
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
意
味
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
実
体
に
関
す
る
歴
史
的
文
脈
も
異

な
る
点
に
は
注
意
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
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一　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
論

１　

二
〇
世
紀
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
諸
相

　

一
九
二
九
年
の
世
界
恐
慌
を
契
機
に
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
は
、
そ
れ
ま
で
の
第
一
次
産
品
輸
出
依
存
型
経
済
か
ら
の
転
換
を
図
り
、

国
際
市
場
価
格
に
左
右
さ
れ
な
い
国
家
主
導
型
の
工
業
化
を
目
指
す
輸
入
代
替
工
業
化
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
そ
の
前
提
を
成
し
た
の

が
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
自
由
主
義
の
時
代
に
お
い
て
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
の
近
代
化
・
工
業
化
に
大
き
く
弾
み
を
つ
け
た
ア
メ
リ
カ

を
代
表
と
す
る
外
国
資
本
へ
の
依
存
状
況
で
あ
っ
た
。
ペ
ル
ー
歴
史
学
の
泰
斗
バ
サ
ド
レ
（
一
九
〇
三
年

－

一
九
八
〇
年
）
は
こ
の
時
期

を
、「
特
権
階
級
支
配
体
制
国
家
」（Estado Aristocrático

）
か
ら
「
中
流
市
民
の
時
代
」（era m

esocrática

）
へ
の
変
容
と
し
て

描
い
て
見
せ
た

）
9
（

が
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
と
っ
て
一
九
三
〇
年
代
は
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。

　

管
見
の
限
り
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
単
な
る
政
治
現
象
と
し
て
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
歴
史
的
・
構
造
的
側

面
か
ら
適
切
に
考
察
し
た
の
は
、
エ
ク
ア
ド
ル
出
身
の
社
会
学
者
デ
・
ラ
・
ト
ー
レ
（Carlos de la Torre

）
の
研
究
で
あ
ろ
う
。
彼

に
よ
れ
ば
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
六
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
現
象
が
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
概
念
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
き

た
。
第
一
に
、
カ
リ
ス
マ
性
を
備
え
た
デ
マ
ゴ
ー
グ
と
し
て
の
指
導
者
に
よ
っ
て
、「
遅
れ
た
大
衆
（“m

asas ” 
“atrasadas ”

）」
が
操

作
さ
れ
る
政
治
社
会
的
動
員
の
形
態
で
あ
り
、
第
二
は
、
上
流
・
中
流
出
身
の
指
導
者
と
、
労
働
者
ま
た
は
農
民
層
か
ら
成
る
民
衆
的
基

盤
に
基
づ
く
多
階
級
的
な
社
会
運
動
で
あ
る
。
第
三
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
こ
の
地
域
の
従
属
的
発
展
に
お
け
る
歴
史
的
一
局
面
ま
た
は

近
代
化
へ
の
移
行
期
の
一
段
階
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
四
と
し
て
、
外
国
資
本
に
有
利
で
、
か
つ
富
の
集
中
を
も
た
ら

し
、
民
衆
の
要
求
を
抑
圧
す
る
排
外
主
義
政
策
（políticas excluyentes

）
と
は
反
対
に
、
民
衆
を
取
り
込
み
つ
つ
富
の
再
配
分
を
目

指
す
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
国
家
政
策
（políticas estatales redistributivas, nacionalistas e incluyentes

）
も
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
の
現
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
第
五
に
、
個
人
で
は
な
く
集
団
に
着
目
す
る
と
、
強
力
な
民
衆
的
支
持
基
盤
を
伴
っ
た
中
流

あ
る
い
は
上
流
階
級
出
身
の
指
導
者
に
よ
る
政
党
の
一
形
態
も
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
し
て
描
か
れ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
動
す
る
か
の
よ
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う
な
レ
ト
リ
ッ
ク
と
、
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
立
場
が
不
明
確
な
カ
リ
ス
マ
性
を
有
す
る
指
導
者
の
存
在
を
前
提
と
す
る
。
そ
れ
と
関

わ
っ
て
第
六
に
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
社
会
を
二
分
す
る
〈
人
民
〉
対
〈
寡
頭
支
配
〉
の
対
立
構
図
と
し
て
理
解
さ
れ
、
第
七
に
、
同
時
に

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
国
外
か
ら
規
定
さ
れ
る
近
代
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
統
御
し
よ
う
と
す
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
試
み
で
あ
り
、
国
家

に
対
し
て
、
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
擁
護
と
経
済
発
展
を
通
じ
た
国
民
統
合
の
推
進
者
と
し
て
の
役
割
を
要
求
す
る
も
の
で
も

あ
）
10
（

る
。
こ
こ
か
ら
デ
・
ラ
・
ト
ー
レ
は
、
こ
の
地
域
に
共
通
の
特
徴
と
し
て
、
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
儀
式
、
神
話
、
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
の
意
味
内
容
の
曖
昧
さ
の
形
成
と
し
て
の
民
衆
の
経
験
の
蓄
積
を
と
り
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
し
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
概
念
の
再

定
義
と
有
効
性
を
擁
護
す

）
11
（

る
。

　

こ
こ
に
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
輸
入
代
替
工
業
化
路
線
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

メ
キ
シ
コ
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ペ
ル
ー
で
見
ら
れ
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
形
態
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
固
有
の
文
脈
が
存
在
し

た
点
も
見
逃
せ
な

）
12
（

い
。
も
と
よ
り
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
、
外
資
依
存
型
の
従
属
型
資
本
主
義
と
輸
入
代
替
工

業
化
を
不
可
分
の
成
立
要
件
と
し
て
い
た
以
上
、「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
文
脈
」
に
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
発
生
さ
せ
る
国
内
的
側
面
と
同

時
に
、
対
外
的
な
国
家
間
関
係
へ
の
視
点
が
組
み
込
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の
歴
史
的
本
質
を
国
家
間
権

力
格
差
の
構
造
化
と
見
る
の
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
、
資
本
主
義
ゆ
え
に
生
じ
る
対
外
的
な
規
定
性
に
抗
う
た
め
の
集
団
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
国
家
の
役
割
を
強
調
す
る
第
四
と
第
七
の
視
点
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

２　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
型
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
論

　

二
〇
世
紀
初
頭
に
見
ら
れ
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
先
に
引
用
し
た
デ
・
ラ
・
ト
ー
レ
に
従
え
ば
、
こ
の
地

域
の
政
治
学
、
社
会
学
、
経
済
学
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
論
の
特
徴
は
、
次
の
三
つ
の
時
期
区
分
に
呼
応
す

）
13
（

る
。
第
一
の
時
期
は
一
九

三
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
の
「
古
典
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
の
時
期
で
あ
り
、
続
く
一
九
九
〇
年
代
か
ら
の
「
新
自
由
主
義
」
路
線
と

と
も
に
現
れ
る
「
ネ
オ
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」、
そ
し
て
最
後
に
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
「
ポ
ス
ト
新
自
由
主
義
」
路
線
に
見
ら
れ
る
「
ラ
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デ
ィ
カ
ル
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。

　

第
一
の
「
古
典
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
は
、
い
わ
ゆ
る
一
次
産
品
輸
出
依
存
型
の
「
特
権
階
級
支
配
体
制
国
家
」
の
終
焉
と
世
界
恐
慌
を

契
機
と
す
る
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
の
中
か
ら
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
経
済
発
展
と
民
主
主
義
を
め
ぐ
る
二
つ
の
理
論
的
潮
流
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
主
流
で
あ
っ
た
先
進
国
の
経
済
発
展
に
範
を
と
る
近
代
化
論
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

の
民
主
主
義
を
経
済
発
展
の
段
階
に
応
じ
て
把
握
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
現
出
し
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
近
代
化
過

程
に
お
け
る
「
一
過
渡
期
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
従
属
論
は
、
そ
も
そ
も
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
が
一
次
産
品
輸
出
依
存

型
の
経
済
体
制
に
よ
っ
て
世
界
経
済
に
編
入
さ
れ
て
い
る
構
造
を
問
題
と
し
、
輸
入
代
替
工
業
化
は
そ
れ
ゆ
え
に
生
じ
た
と
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
近
代
化
論
に
お
け
る
発
展
段
階
論
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
「
特
権
階
級
支
配
体
制
国
家
」

の
終
焉
と
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
と
と
も
に
生
じ
る
「
諸
階
級
連
携
の
一
段
階
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
視
点
は
異
な
る
も
の
の
、
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
歴
史
過
程
の
「
一
段
階
（fase

）」
と
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
両
者
に
共
有
さ
れ
る
歴
史
主
義
が
批
判
の

対
象
と
さ
れ

）
14
（

る
。

　

第
二
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
主
と
し
て
ペ
ル
ー
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
エ
ク
ア
ド
ル
に
見
ら
れ
た
「
ネ
オ
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
」
を
対
象
と
す
る
議
論
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
中
で
は
い
ず
れ
も
、
徹
底
的
に
新
自
由
主
義
型
の
社
会
経
済
政
策
を
推
し
進
め

た
国
で
あ
り
、
そ
う
し
た
経
済
体
制
の
転
換
に
呼
応
し
た
新
憲
法
の
制
定
や
憲
法
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
地
域
で
は
「
禁
じ
手
」

と
さ
れ
る
大
統
領
の
連
続
二
期
の
再
選
禁
止
規
定
ま
で
も
「
自
由
化
」

）
15
（

し
、
長
期
政
権
化
に
よ
る
新
自
由
主
義
路
線
の
徹
底
化
が
図
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
政
治
を
経
済
の
派
生
物
と
見
る
従
来
の
理
論
的
傾
向
と
は
異
な
り
、「
ネ
オ
・
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
」
た
ち
が
「
古
典
的
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
を
支
え
た
労
働
者
と
中
間
層
で
は
な
く
、
社
会
の
上
層
と
最
下
層
の
人
々
を
支
持
基
盤
と
し
た
点
が
強
調
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
見
方
は
、
ラ
ク
ラ
ウ
等
に
代
表
さ
れ
る
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
潮
流
に
あ
る
と
言
え
よ
う

）
16
（

が
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
再

現
を
説
明
で
き
な
い
近
代
化
論
や
従
属
論
は
、
そ
の
歴
史
主
義
的
性
格
と
と
も
に
克
服
さ
れ
、
理
論
枠
組
み
の
支
柱
は
、
政
党
制
を
典
型

と
す
る
代
表
制
の
「
危
機
」
と
救
世
主
を
「
待
望
す
る
大
衆
（“m

asas disponibles ”
）」
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

）
17
（

た
。



（ 　 ）

愛知県立大学大学院国際文化研究科論集第16号（2015）

六

91

　

第
三
の
時
期
は
、
一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ボ
リ
ビ
ア
で
先
鋭
化
す
る
「
ポ
ス

ト
新
自
由
主
義
」
の
下
で
の
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
反
米
＝
反
新
自
由
主
義
」
の
性
格
を
前
面
に
押

し
出
し
た
点
で
注
目
さ
れ
た
が
、
新
自
由
主
義
政
策
を
一
定
程
度
修
正
す
る
意
味
で
の
「
左
派
」
政
権
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
続
出

し
）
18
（

た
。

　

こ
う
し
て
デ
・
ラ
・
ト
ー
レ
は
、
時
代
を
貫
通
し
て
現
れ
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
、
徹
頭
徹
尾
「
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
の
文
脈
」
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
「
両
義
性
」
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
近
代
化
論
や
従
属
論
と
は
異
な
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
民
主
化

機
能
の
側
面
を
捉
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の
際
、
彼
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
捉
え
る
二
つ
の
次
元
と
し
て
、
権
力
形
態
（régim

en en el 
poder

）
と
し
て
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
社
会
運
動
と
し
て
の
そ
れ
を
明
確
に
区
別
し
た
。
い
わ
ば
前
者
の
「
上
か
ら
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」

に
対
す
る
、
後
者
の
「
下
か
ら
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
社
会
史
に
即
し
て
、
こ
の
地
域
に
お
け
る

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
「
常
駐
性
」
を
認
識
の
出
発
点
に
す
る
が
、
議
論
の
特
徴
は
大
き
く
次
の
二
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一

に
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
常
に
〈
人
民
〉
対
〈
寡
頭
支
配
層
〉
の
二
極
化
を
も
た
ら
す
点
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
前
者

は
「
救
世
主
」
と
し
て
の
一
人
の
指
導
者
と
結
び
つ
き
、
後
者
は
常
に
「
敵
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
に
「
人
民
」
と
は
、
新

興
エ
リ
ー
ト
と
こ
れ
ま
で
公
共
空
間
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
下
層
民
衆
（sectores populares

）
と
の
間
の
反
寡
頭
支
配
へ
の
構
想
と

し
て
理
解
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
第
二
に
、
彼
が
構
想
す
る
の
は
「
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」（dem

ocracia 
populista

）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
最
も
重
要
な
成
果
を
「
公
共
空
間
の
占
拠
と

し
て
の
民
主
主
義
」
に
見
る
の
で
は
な
く
、「
人
民
が
個
人
の
総
体
で
は
な
く
、
権
力
の
象
徴
や
制
度
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
民
主
化
し
、
反

国
民
的
エ
リ
ー
ト
か
ら
権
力
を
奪
取
す
る
主
権
者
と
し
て
自
ら
立
ち
現
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（autoconstituyó com
o el soberano

）
瞬
間
と
し
て

の
デ
モ
、
集
会
、
反
乱
へ
の
参
加
を
体
験
し

）
19
（

た
」
こ
と
に
求
め
る
。
要
す
る
に
、
み
ず
か
ら
の
要
求
を
掲
げ
、
集
団
（colectividad

）

と
し
て
の
熱
狂
の
瞬
間
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
民
衆
（población
）
は
人
民
と
な
る
」
論
理
で
あ

）
20
（

る
。
こ
う
し
て
議
論
の
力

点
は
、「
民
衆
」
か
ら
「
人
民
」
へ
と
転
換
す
る
こ
れ
ら
の
人
々
の
「
同
質
性
」
と
「
多
様
性
」
の
関
係
性
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
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に
な
る
。

二　

「
主
権
者
」
へ
の
「
転
換
」
の
契
機
と
し
て
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

１　

国
家
間
権
力
の
格
差
構
造
が
生
み
出
す
「
多
様
性
の
な
か
の
同
質
的
デ
モ
ス
」

　
『
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
考
え
る
』
の
著
者
に
よ
れ
ば
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
は
「
ま
さ
に
こ
の
（「
普
通
の
」
│
│
引
用
者
）『
人
々

0

0

』
が
い

0

0

か
に
構
成
さ
れ
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

を
め
ぐ
る
政
治
闘
争
の
こ

）
21
（

と
」
で
あ
る
。
本
稿
の
問
題
関
心
に
引
き
つ
け
て
言
え
ば
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
の
「
古

典
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
に
お
い
て
は
労
働
者
や
中
間
層
が
こ
の
「
人
々
」
を
構
成
し
て
い
た
し
、
一
九
九
〇
年
代
の
「
ネ
オ
・
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
」
で
は
底
辺
層
や
一
部
の
上
層
エ
リ
ー
ト
に
「
人
々
」
の
構
成
要
素
と
し
て
の
照
準
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
前
者
の
背
景
に
は
、
輸

入
代
替
に
よ
っ
て
工
業
化
を
図
る
た
め
の
国
家
主
導
型
社
会
経
済
体
制
が
存
在
し
た
し
、
後
者
に
は
新
自
由
主
義
路
線
を
徹
底
的
に
推
し

進
め
る
た
め
の
国
家
の
介
入
が
必
要
と
さ
れ
た
。
外
的
要
因
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
、「
人
々
」
の
構
成
要
素
は
「
選
択
」
さ
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
ど
れ
ほ
ど
世
界
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
金
融
だ
け
で
な
く
人
の
移
動
を
典
型
と
す
る
社
会
的
流
動
性
ま
で
が
も
た
ら
さ
れ

た
と
し
て
も
、
各
人
が
所
属
す
る
の
は
、
今
日
で
も
な
お
「
主
権
国
家
」
を
基
礎
と
す
る
単
位
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
国
家
間
に
ア
・
プ

リ
オ
リ
に
対
等
な
関
係
を
前
提
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
こ
で
も
、
民
主
化
機
能
か
ら
権
威
主
義
的
性
格
ま

で
の
可
能
性
を
内
包
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
両
義
性
は
、
か
な
り
の
程
度
に
お
い
て
、
そ
れ
を
捉
え
る
者
の
立
場

0

0

0

0

0

0

0

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る

と
す
る
デ
・
ラ
・
ト
ー
レ
の
指
摘
が
注
目
を
引

）
22
（

く
。
概
し
て
、
す
で
に
強
固
な
民
主
的
制
度
を
有
す
る
国
か
ら
の
視
点
で
は
、
し
ば
し
ば

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
民
主
的
救
済
（redención dem

ocrática

）
の
契
機
や
、
先
進
資
本
主
義
国
に
お
け
る
新
自
由
主
義
や
リ
ベ
ラ
ル
・

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
対
す
る
代
替
案
の
可
能
性
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
権
威
主
義
的
性
格
を
抑
制
し
う
る
強

力
な
制
度
が
欠
如
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
多
く
の
論
者
が
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
危
険
性
と
し
て
の
み
見
な
し
、
そ
れ
を
抑
制
す
べ
き
と
の

一
心
で
、
結
果
的
に
は
現
実
に
生
じ
た
民
主
主
義
の
特
徴
を
理
想
化
す
る
だ
け
に
終
わ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
者
を
輩
出
し
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た
民
主
主
義
の
排
他
的
性
格
と
権
威
主
義
的
要
素
は
忘
れ
ら
れ
、
民
主
化
に
と
っ
て
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
両
義
性
に
つ
い
て
の
無
自
覚
さ

は
、「
現
に
あ
る
民
主
主
義
」
と
「
あ
る
べ
き
民
主
主
義
の
規
範
」
と
の
混
同
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

）
23
（

る
。

　

こ
う
し
て
デ
・
ラ
・
ト
ー
レ
は
、「
あ
る
べ
き
民
主
主
義
の
規
範
」
を
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
両
義
性
の
バ
ラ
ン
ス
の
な
か
か
ら
救
い
出
す

べ
く
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
言
説
に
現
れ
る
〈
人
民
〉
対
〈
寡
頭
支
配
層
〉
の
構
図
に
お
け
る
「
一
つ
の
同
質
的
デ
モ
ス
」（un dem

os 
hom

ogéneo
）
に
つ
い
て
の
問
題
性
を
提
起
す
る
。
彼
の
両
義
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
論
が
指
し
示
す
と
お
り
、
そ
こ
で
の
「
人
民
」
は
、

利
害
の
多
元
性
や
多
様
性
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
シ
ュ
ミ
ッ
ト
流
の
「
同
質
的
デ
モ
ス
」
に
よ
る
喝
采
民
主
主
義
と
、
相
違
や
多
様
性
の

保
障
を
重
視
す
る
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
「
緊
張
関
係
」
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ

）
24
（

る
。
彼
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
の
実
態
を
も
と
に
、「
人
民
」
に
お
け
る
「
同
質
性
」
と
「
多
様
性
」
を
「
緊
張
関
係
」
と
し
て
定
式
化
し
、
人
民
が

単
に
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
「
言
説
上
の
産
物
（construcción discursiva

）」
で
は
な
く
、
同
時
に
社
会
運
動
の
組
織
か
ら
立

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ち
現
れ
る

0

0

0

0

も
の
で
あ
る
以
上
（
強
調
は
筆
者
）、
そ
こ
で
繰
り
返
さ
れ
る
「
人
民
意
思
」
の
確
認
（
プ
レ
ビ
シ
ッ
ト
）
が
完
全
に
単
一
の

方
向
に
向
く
と
仮
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説
明
す

）
25
（

る
。「
緊
張
関
係
」
と
は
、
一
方
が
他
方
を
凌
駕
し
な
い
強
度
を
前
提
と
し
て
成

り
立
つ
論
理
で
あ
る
が
、
こ
の
関
係
性
の
対
立
項
と
し
て
の
「
同
質
性
」
と
「
多
様
性
」
に
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
文
脈
」
が
存
在
し
て

い
る
。

　

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
権
威
主
義
的
性
格
と
同
時
に
も
ち
う
る
民
主
化
機
能
の
可
能
性
を
探
る
に
あ
た
り
、
デ
・
ラ
・
ト
ー
レ
は
、
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
を
多
文
化
的
（m

ulticultural
）、
ボ
リ
ビ
ア
の
そ
れ
を
先
住
民
的
（indígena

）、
エ
ク
ア
ド
ル
に
つ
い
て

は
混
血
的
（m
estizo

）
と
特
徴
づ
け
る
。
程
度
の
差
を
伴
い
な
が
ら
も
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
常
に
、
人
種
・
民
族
的
特
徴
と
結
び

つ
い
た
「
先
住
民
」
や
「
混
血
」
と
い
っ
た
「
多
様
な
非
白
人
」
層
は
、「
虐
げ
ら
れ
る
存
在
」
で
あ
り
続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
生
存

を
賭
し
た
運
動
に
よ
っ
て
自
ら
の
存
在
の
承
認
を
求
め
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
運
動
を
支
え
て
き
た
の
が
「
存
在
の
同
質

性
」
で
あ
っ
た
。
人
種
・
民
族
的
な
相
違
が
社
会
経
済
的
階
層
に
反
映
す
る
多
く
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
「
人
民
」
に
は
、
こ
の
意

味
で
の
利
害
が
通
底
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
た
ち
は
「
白
人
」
層
に
よ
る
「
寡
頭
支
配
」
を
「
敵
」
と
し
て
措
定
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す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
こ
れ
ま
で
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
論
に
お
い
て
も
、
そ
の
支
持
者
た
る
「
非
白
人
」
層
か
ら
成

る
「
人
民
」
の
非
合
理
性
や
統
治
の
不
能
性
へ
の
批
判
的
指
摘
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
文
脈
」
が
存
在
し
て
き

た
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
近
代
史
そ
の
も
の
が
、
こ
の
地
域
特
有
の
「
寡
頭
支
配
」
体
制
の
特
徴
で
あ
る
国
外
と
国
内
の
資
本
的
結
合
を

示
す
が
、「
主
権
主
体
」
と
し
て
の
「
人
民
」
の
創
出
が
な
お
も
課
題
で
あ
り
続
け
る
国
家
に
お
い
て
こ
そ
、「
多
様
性
か
ら
成
る
同
質

性
」
の
論
理
の
意
義
が
失
な
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

２　

「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
」
か
ら
「
フ
ォ
ー
マ
ル
」
へ
の
「
転
換
の
契
機
」
と
し
て
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

　

寡
頭
支
配
層
が
跋
扈
す
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
公
共
空
間
は
、
そ
の
構
成
員
の
間
に
お
け
る
「
排
除
」
と
「
忘
却
」
を
本
質
と
す
る
。
そ
れ

で
も
な
お
、「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
」
な
人
々
が
自
力
で

0

0

0

そ
の
空
間
に
参
入
で
き
る
現
実
的
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
彼
ら
の
政
治
参
加
を
阻
む

構
造
的
要
因
も
規
範
的
民
主
主
義
論
も
問
題
と
す
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
で
は
な
い
社
会
に
お
け
る
民
主
主
義
を
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
の
関
連
で
考
え
る
と
す
れ
ば
、
あ
ら
た
め
て
デ
・
ラ
・
ト
ー
レ
が
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
捉
え
る
際
に
区
別
し
た
二
つ
の
次
元

│
│
「
上
か
ら
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
と
「
下
か
ら
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
が
想
起
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

こ
の
区
別
か
ら
捉
え
ら
れ
る
従
来
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
論
の
「
危
険
性
」
や
「
民
衆
の
非
合
理
性
」
に
は
、
い
わ
ば
上
下
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
が
呼
応
す
る
〈
場
〉
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
〈
人
民
〉
対
〈
寡
頭
支
配
層
〉
の
二
元
論
的
言
説
に
よ
っ
て
つ
く
り
出

さ
れ
る
「
人
民
」
は
、
そ
の
「
非
合
理
性
」
ゆ
え
に
扇
動
的
指
導
者
や
そ
の
恣
意
的
統
治
に
無
条
件
の
喝
采
を
送
り
、
制
度
的
民
主
主
義

を
危
機
に
貶
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
の
要
素
も
否
定
し
、「
下
か
ら
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
と
し
て
の
多
元
的
な
社
会
運

動
の
な
か
に
「
民
衆
」
が
「
主
権
者
」
へ
と
転
換
す
る
契
機
を
見
出
す
の
が
デ
・
ラ
・
ト
ー
レ
の
議
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
主
権
者
化
」

の
磁
場
は
、
彼
の
言
う
「
上
か
ら
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
に
よ
っ
て
「
民
衆
」
が
自
ら
の
「
存
在
」
を
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ

る
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
国
家
の
指
導
者
が
「
排
除
」
と
「
忘
却
」
の
対
象
で
あ
っ
た
下
層
民
衆
へ
接
近
し
、
彼
ら
と
対
面
で

対
話
す
る
形
態
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
「
ネ
オ
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
化
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
社
会
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格
差
を
拡
大
さ
せ
る
新
自
由
主
義
の
本
質
か
ら
導
か
れ
た
大
い
に
予
想
さ
れ
る
結
果
で
あ
り
、
格
差
に
お
け
る

0

0

0

上
層
は
そ
の
よ
う
な
政
策

路
線
を
採
用
す
る
統
治
者
を
当
然
支
持
す
る
し
、
統
治
者
は
格
差
の
拡
大
に
よ
っ
て

0

0

0

0

最
大
の
犠
牲
者
と
な
る
最
下
層
民
に
対
し
て
、
支
持

基
盤
を
維
持
強
化
す
る
た
め
に
最
大
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
公
共
社
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
人
々
が
、
最
大
の
犠
牲
を
強
い
ら
れ
る
は
ず
の
新
自
由
主
義
政
策
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
存
在
を
認
知
さ
れ
る
と
い
う

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
〇
年
代
の
ペ
ル
ー
に
お
い
て
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
地
方
の
奥
地
に
至
る
ま
で
イ
ン
フ
ラ

が
整
備
さ
れ
、
学
校
や
病
院
な
ど
の
生
存
や
自
立
に
関
わ
る
施
設
が
整
え
ら
れ
た
の
は
、
共
和
国
大
統
領
が
自
ら
の
足
で
各
地
を
訪
問

し
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
、「
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
化
」
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
公
共
社
会
に
お
い
て
そ
れ
ま
で
「
排
除
」
さ

れ
「
忘
却
」
さ
れ
て
い
た
人
々
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
に
ペ
ル
ー
や
チ
リ
で
は
、
生
存
の
た
め
の
多
く
の
自
助

共
同
体
組
織
が
生
ま
れ
て
い

）
26
（

た
。
そ
れ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
格
差
が
「
生
じ
た
」
か
ら
で
は
な
く
、「
す
で
に
ビ
ル
ト
・
イ
ン

さ
れ
て
い
た
」
格
差
が
顕
在
化
し
拡
大
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
、
先
進
国
と
途
上
国
と
を
決
定
的
に
分
か
つ
構
造
的
特
徴
が
あ

る
。
こ
の
構
造
を
前
提
と
す
る
限
り
、
最
下
層
民
と
統
治
者
の
関
係
は
本
質
的
に
変
わ
ら
な
い
。「
ポ
ス
ト
新
自
由
主
義
」
の
二
〇
〇
〇

年
代
の
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
た
ち
が
、「
反
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
の
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
を
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
掲
げ
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
な
お
、
統
治
者
が
共
同
体
に
組
織
さ
れ
て
い
る
最
下
層
民
を
支
持
基
盤
に
す
る
形
態
の
本
質
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
う

し
た
「
排
除
」
や
「
忘
却
」
の
存
在
と
直
接
対
峙
す
る
と
い
う
意
味
で
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
選
択
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
選

択
を
可
能
と
し
な
い
社
会
の
構
造
格
差
ゆ
え
で
あ
る
。「
主
権
者
」
と
し
て
自
ら
立
ち
現
れ
る
前
提
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
彼
ら
の
存

在
が
公
共
空
間
に
現
れ
る
た
め
の
「
承
認
の
契
機
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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三　

大
統
領
中
心
主
義
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

１　

国
家
間
権
力
格
差
構
造
の
下
で
の
「
共
和
国
大
統
領
」
の
存
在
意
義

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
と
っ
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
歴
史
的
に
は
「
す
で
に
ビ
ル
ト
・
イ
ン
さ
れ
た
現
実
」
と
し
て
の
意
味
を
も
ち

続
け
る
以
上
、
人
々
の
生
存
を
賭
し
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
求
め
る
社
会
運
動
が
止
む
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
そ
う
し
た
現
実
を
変
革
す
る

展
望
は
、
日
常
的
に
表
出
さ
れ
る
要
求
を
寡
占
的
に
支
配
さ
れ
て
き
た
「
公
共
空
間
」
へ
と
転
換
す
る
規
範
的
筋
道
が
構
想
さ
れ
て
初
め

て
可
能
と
な
る
し
、
参
加
型
民
主
主
義
に
よ
る
国
民
主
権
の
実
質
も
備
わ
っ
て
い
く
。
そ
の
際
、
国
家
間
権
力
格
差
構
造
の
下
に
置
か
れ

た
「
弱
い
国
家
」
か
ら
の
主
権
論
の
存
在
意
義
は
、
事
柄
の
性
質
上
、〈
下
か
ら
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
と
〈
上
か
ら
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉

が
交
差
す
る
「
場
」
に
お
け
る
、
対
外
的
側
面
と
国
内
的
次
元
の
二
つ
の
面
か
ら
同
時
に

0

0

0

捉
え
ら
れ
て
こ
そ
、
対
抗
的
性
格
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
注
目
さ
れ
て
よ
い
の
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
以
来
、
ペ
ル
ー
の
憲
法
に
お
い
て
維
持
さ
れ
て
い
る
共
和
国
大
統
領
の
二

つ
の
性
格
規
定
│
│
「
国
家
元
首
」
か
つ
「
国
民
の
体
現
者
（personificar

）」
）
27
（

と
、
公
選
制
に
よ
っ
て
共
和
国
の
一
市
民
が
任
期
と
権

限
を
伴
っ
て
務
め
る
「
行
政
権
の
長
」
│
│
で
あ
る
。
確
か
に
、
ペ
ル
ー
の
実
効
的
機
関
は
歴
史
的
に
常
に
共
和
国
大
統
領
│
│
ペ
ル
ー

の
憲
法
学
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
大
統
領
中
心
主
義
」（presidencialism

o

）
│
│
で
あ
り
続
け
て
き
た
だ
け
に
、〈
国
家
＝
国
民
〉
の
名

の
下
に
「
行
政
権
の
長
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
肥
大
化
に
拍
車
を
か
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
こ
の
「
大
統
領
中
心
主
義
」
は
常
に
、

立
憲
的

0

0

0

統
制
の
見
地
か
ら
批
判
的
か
つ
懐
疑
的
対
象
と
さ
れ
て
き

）
28
（

た
。

　

他
方
で
、
公
選
制
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
共
和
国
大
統
領
の
民
主
的
正
統
性
は
、
権
力
の
淵
源
を
人
民
と
す
る
主
権
原
理
に
よ
る
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
主
権
行
使
の
意
義
を
選
挙
の
際
の
み
に
封
じ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に
、
日
々
繰
り
返
さ
れ
る
人
々
の
生
存
と
自
立
の
要
求

に
よ
る
不
断
の
民
主
的

0

0

0

統
制
の
契
機
が
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
大
統
領
が
絶
え
ず
最
下
層
民
へ
ア
ク
セ
ス

し
、
生
存
と
自
立
に
関
わ
る
要
求
を
掬
い
上
げ
る
と
い
う
意
味
で
の
「
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
回
路
」
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
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た
役
割
を
担
う
上
で
重
要
な
大
統
領
の
性
格
は
、「
元
首
」
や
「
国
民
の
体
現
者
」
と
い
っ
た
「
特
別
な
地
位
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
「
市
民
」
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
「
行
政
権
の
長
」
と
し
て
の
資
格
で
あ

）
29
（

る
。
共
和
制
の
本
質
が
「
市
民
に
よ
る
統
治
」
に
あ
る
と
す
れ

ば
、「
行
政
権
の
長
」
で
あ
る
と
同
時
に

0

0

0

「
国
家
元
首
」
か
つ
「
国
民
の
体
現
者
」
で
あ
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
民
主
的
正
統
性
を
得
た

行
政
権
の
長
が
、「
排
除
」
や
「
忘
却
」
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
」
な
最
下
層
民
の
要
求
を
充
足
す
る
た
め
に
ポ

ピ
ュ
リ
ス
ト
型
の
統
治
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
を
「
公
共
空
間
＝
共
和
制
」
の
場
で
「
主
権
者
」
へ
と
転
換
で
き
る
。
同
時
に
そ
れ

は
、
大
統
領
が
「
共
和
国
市
民
」
の
民
主
的
統
制
下
に
置
か
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、「
転
換
」
の
機
能
ゆ
え
に
「
統
制
」
に
置
か
れ
る
と

見
る
こ
の
論
理
か
ら
、
国
家
間
権
力
の
格
差
構
造
の
下
で
の
「
強
い
国
家
」
あ
る
い
は
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
に
対
し
う
る
よ
う

な
「
弱
い
国
家
」
の
対
抗
力
を
構
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
「
同
質
性
」
と
「
多
様
性
」
の
「
緊
張
関
係
」
の
な
か
で

捉
え
た
デ
・
ラ
・
ト
ー
レ
の
定
式
化
に
即
し
て
言
え
ば
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
概
念
を
梃
子
と
し
た
大
統
領
中
心
主
義
の
展
望
も
ま
た
、
立

憲
的
統
制
の
見
地
か
ら
の
懸
念
と
民
主
的
統
制
の
可
能
性
の
「
緊
張
関
係
」
の
な
か
に
存
在
す
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

「
多
様
性
」
の
た
め
の
「
協
調
型
公
共
空
間
」

　

国
家
間
お
よ
び
国
内
の
格
差
が
消
滅
し
な
い
限
り
、「
弱
い
国
家
」
か
ら
の
「
共
和
国
」
大
統
領
の
役
割
が
も
つ
対
外
的
か
つ
対
内
的

な
意
義
が
失
せ
る
こ
と
は
な
い
。
歴
史
的
に
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
」
で
あ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
き
た
社
会
的
底
辺
層
の
人
々
が
、
生
存

と
自
立
の
た
め
の
要
求
を
掲
げ
て
展
開
す
る
社
会
運
動
に
対
し
、
そ
れ
を
国
家
が
「
フ
ォ
ー
マ
ル
化
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
公
共
空
間

＝
共
和
制
」
へ
と
編
入
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
終
わ
り
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
公
共
空
間
を
、

筆
者
は
か
つ
て
「
協
調
型
公
共
空
間
」
と
名
づ
け
た
が
、「
協
調
型
」
と
は
社
会
運
動
と
国
家
（
共
和
国
大
統
領
）
の
間
だ
け
の
こ
と
で

は
な
い
。

　

ペ
ル
ー
、
ボ
リ
ビ
ア
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
よ
う
に
、
多
様
な
人
種
や
民
族
を
社
会
構
成
体
の
内
に
抱
え
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
人
々
を
規

範
に
従
う
個
人
と
見
な
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
で
の
実
態
は
「
分
離
」
と
「
差
別
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
分
離
」
と
「
差
別
」
は
当
該
社
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会
構
成
体
に
お
け
る
「
生
存
」
や
「
自
立
」
の
要
求
と
直
結
す
る
だ
け
に
、
常
に
国
家
に
求
め
ら
れ
て
き
た
の
は
、「
多
様
性
の
中
で
国

民
的
統
一
の
精
神
を
総
合
し
発
展
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
っ

）
30
（

た
。〈
国
民
＝
国
家
〉
の
憲
法
規
定
に
は
共
和
国
大
統
領
の
統
合
機
能
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
伝
統
的
な
大
統
領
中
心
主
義
は
、
本
来
は
「
一
つ
の
公
益
」
と
し
て
集
約
さ
れ
た
共
和
制
的
価
値
を
体
現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
実
際
に
は
社
会
の
「
多
様
性
」
の
実
体
を
直
接
に
反
映
し
、
外
国
資
本
と
の
結
合
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
「
特
殊
利
益
」
の

代
表
者
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
、
共
和
国
大
統
領
の
制
度
に
よ
っ
て
、
多
様
性
の
中
か
ら
の
公
共
空
間
の
創
出
を
展
望
す
る
統
治

の
規
範
論
は
、
ペ
ル
ー
の
実
態
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
。
歴
史
的
に
独
任
制
の
統
治
形
態
に
こ
そ
民
意
の
発
露
の
場
が
求
め
ら
れ
て
き
た

ペ
ル
ー
を
は
じ
め
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
今
日
、
警
戒
的
に
捉
え
ら
れ
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
「
常
駐
」
す
る
。
存
在
の
「
多
様

性
」
に
よ
っ
て
自
ず
と

0

0

0

「
公
共
空
間
」
が
形
成
さ
れ
る
と
展
望
で
き
る
現
実
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、

「
多
様
性
」
の
み
を
強
調
す
る
民
主
主
義
論
は
、
そ
の
空
間
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
存
在
を
放
任
し
続
け
る
こ
と
を
、
い
わ
ば
法
認

す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
「
固
有
の
文
脈
」
か
ら
大
統
領
中
心
主
義
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
考
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
繰
り
返
し
言
及
し
て
き

た
「
国
家
間
権
力
の
格
差
構
造
」
が
こ
の
地
域
の
政
治
経
済
史
の
決
定
的
要
素
と
し
て
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
〇
〇
九
年
六

月
、
ペ
ル
ー
の
ア
マ
ゾ
ン
地
方
バ
グ
ア
で
起
き
た
先
住
民
と
政
府
と
の
衝
突
事
件
は
、
こ
の
こ
と
の
傍
証
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
一
見
、

「
外
国
資
本
」
を
め
ぐ
っ
て
の
ペ
ル
ー
の
「
国
内
問
題
」
に
見
え
た
こ
の
事
件
で
は
、「
持
て
る
国
家
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）」
が

「
持
た
ざ
る
国
家
の
先
住
民
」
の
利
益
を
代
弁
す
る
皮
相
な
構
図
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。
国
家
間
の
格
差
構
造
の
視
点
に
は
、「
国
家
の
行

為
」
が
前
提
と
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
だ
け
に
、
生
存
と
自
立
に
根
ざ
し
た
人
々
の
実
存
へ
の
視
点
を
欠
い
た
、
安
易
な
超
国
家
的
な
個

人
間
の
連
帯
に
も
、
懐
疑
の
眼
は
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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こ
の
世
に
国
家
間
の
権
力
格
差
構
造
が
存
在
し
、「
強
い
国
家
」
と
「
弱
い
国
家
」
が
共
存
す
る
限
り
、「
民
主
主
義
の
民
主
化
」

（D
em

ocratização da d

）
32
（

em
ocracia

）
の
課
題
が
終
わ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
う
し
た
歴
史
的
文
脈
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
の
大
統
領

中
心
主
義
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
そ
の
歴
史
的
意
義
も
民
主
化
の
潜
在
力
も
異
な
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
そ
れ
だ
け

で
（per se
）
悪
し
き
も
の
と
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、「
民
の
声
」
が
「
天
の
声
」
と
し
て
の
規
範
的
実
質
を
備
え
る
ま
で
、
出
番
を

与
え
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
統
治
の
人
智
で
も
あ
る
。

注（
1
） 

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
「
先
進
国
に
共
通
す
る
現
象
」
と
し
て
論
じ
る
、
吉
田
徹
『
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
考
え
る
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出

版
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
近
年
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
「
首
長
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
現
象
に
つ
い
て
は
、
榊
原
秀
訓
編
著
『
自
治
体
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
問
う
』（
自
治
体
研
究
社
、
二
〇
一
二
年
）
所
収
の
諸
論
文
で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
2
） Alberto Spota, “G

lobalización y gobernabilidad en el estado de D
erecho ¿hay posibilidad de conrolar los efectos de 

la globalización?, en Facultad de D
erecho de la Pontifícia U

niversidad Católica del Perú, D
ERECH

O
 PU

C, N
úm

ero 55 
(2002 ), p. 22.

（
3
） 

参
照
、
恒
川
惠
一
『
比
較
政
治
－
中
南
米
』（
放
送
大
学
教
材
、
二
〇
〇
八
年
）、
特
に
四
三

－

五
四
頁
。

（
4
） 

こ
う
し
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
各
国
別
と
全
体
の
状
況
を
俯
瞰
で
き
る
も
の
と
し
て
、
参
照
、
遅
野
井
茂
雄
・
宇
佐
美
耕
一
編
『
二
一
世
紀

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
左
派
政
権
：
虚
像
と
実
像
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）、
遅
野
井
茂
雄
・
村
上
勇
介
編
著
『
現
代
ア
ン
デ
ス
諸
国

の
政
治
変
動
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
5
） 

吉
田
徹
「
い
か
に
共
同
性
を
創
造
す
る
か　

新
た
な
政
治
論
理
の
生
成
過
程
と
し
て
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」『
世
界
』
二
〇
一
二
年
七
月
号
、
一
一

三
頁
。

（
6
） 

こ
の
点
に
関
わ
り
、
ペ
ル
ー
の
憲
法
裁
判
所
の
判
例
の
中
か
ら
ペ
ル
ー
国
家
の
一
般
原
理
と
国
家
権
力
形
態
を
描
出
し
た
憲
法
学
者
の
ル
ビ
オ
は

次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
│
│
「
ペ
ル
ー
の
国
家
論
は
外
国
の
書
物
か
ら
採
ら
れ
て
き
た
。
ペ
ル
ー
人
の
学
者
の
中
に
は
一
九
世
紀
お
よ
び
二
〇
世
紀

に
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
仕
事
を
し
た
者
も
い
た
が
、
国
内
の
学
界
に
お
い
て
支
配
的
理
論
と
な
る
こ
と
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
当
時
生
き
残
る
こ
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と
も
な
く
、
結
局
、
今
日
の
ペ
ル
ー
の
憲
法
学
者
は
参
考
文
献
の
中
で
も
脚
注
で
も
、
そ
れ
ら
の
仕
事
を
参
照
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
ま
る

で
、
あ
た
か
も
ペ
ル
ー
国
家
が
外
か
ら
し
か
考
察
で
き
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
」（M
arcial Rubio Correa, El Estado Peruano según la 

Jurisprudencia del Tribunal Constitucional, Fondo Editorial de la Pontificia U
niversidad Católica del Perú, Lim

a, 2006, 
p. 11

）。

（
7
） 
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
め
ぐ
る
筆
者
の
認
識
に
関
し
て
は
、
川
畑
博
昭
『
共
和
制
憲
法
原
理
の
な
か
の
大
統
領
中
心
主
義
│
│
ペ
ル
ー
に
お
け
る
限
界

と
可
能
性
」（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）
一
六
九

－

一
七
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
併
せ
て
、
本
秀
紀
『
政
治
的
公
共
圏
の
憲
法
理
論
』（
日
本

評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
第
二
章
「『
グ
ロ
ー
バ
ル
格
差
社
会
』
に
お
け
る
民
主
主
義
」
四
七

－

七
二
頁
は
、
い
わ
ゆ
る
途
上
国
を
も
射
程
に
入
れ

て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
本
質
を
見
る
稀
少
な
仕
事
で
あ
り
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
歴
史
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
本
稿
に

と
っ
て
も
示
唆
に
富
む
。

（
8
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
川
畑
博
昭
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
│
│
大
統
領
中
心
主
義
の
「
合
理
化
」
か
ら
「
民
主
化
」
へ
」
辻
村
み
よ
子
・
長
谷
部
恭

雄
編
著
『
憲
法
理
論
の
再
創
造
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
年
）
二
九
九

－

三
一
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 

　

な
お
、
筆
者
の
こ
う
し
た
認
識
に
も
と
づ
き
、
比
較
憲
法
の
視
点
か
ら
日
系
概
念
か
ら
天
皇
制
を
考
察
し
た
も
の
と
し
て
、
参
照
、
川
畑
博
昭

「『
国く

に
ざ
か
い境

』
に
お
け
る
天
皇
制
│
│
ペ
ル
ー
『
日
系
』
概
念
か
ら
の
皇
室
の
『
国
際
親
善
』」
上
川
通
夫
・
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
歴
史
文
化

学
科
編
『
国
境
の
歴
史
文
化
』（
清
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）
三

－

四
一
頁
〔
後
に
「
比
較
憲
法
学
か
ら
み
た
『
天
皇
制
国
民
主
権
』
の
課
題
│
│

『
血
に
よ
る
結
合
』
か
ら
『
地
に
よ
る
結
合
』
へ
」
と
改
題
し
、
川
畑
・
前
掲
書
に
終
章
・
補
節
と
し
て
所
収
〕。

（
9
） Jorge Basadre, H

istoria de la República del Perú 1822‒1933, Tom
o VII-IX, 

7ª edición corregida y aum
entada, 

Editorial U
niversitaria, Lim

a, 1983.

（
10
） Carlos de la Torre, “Los Significados am

biguos de los populism
os latinoam

ericanos, en Alvares Junco, José Alvarez y 
G
onzáles Leandri, Ricardo (com

ps. ), El populism
o en España y A

m
érica, Catriel, M

adrid, 1994, pp. 39 ‒40.

（
11
） Carlos de la Torre, op. cit (1994)., p. 40.

（
12
） 

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
特
殊
性
に
こ
だ
わ
っ
て
分
析
し
た
、
松
下
洋
『
ペ
ロ
ニ
ズ
ム
・
権
威
主
義
と
従
属
』

（
有
信
堂
、
一
九
八
七
年
）
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
論
に
と
っ
て
必
読
の
文
献
で
あ
る
。
併
せ
て
、
同
「
ペ
ロ
ン
と
ペ
ロ
ニ
ズ
ム

再
論
」
歴
史
学
研
究
六
九
〇
号
（
一
九
九
六
年
）
一
三
〇

－

一
三
九
頁
も
参
照
。
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（
13
） Carlos de la Torre, op. cit (1994)., pp. 39 ‒40; Carlos de la Torre, “Redentores populistas en el N

eoliberalism
o: nuevos 

y viejos populism
os latinoam

ericanos ”, en Asociación Española de Ciencia Política y de la Adm
inistración (AECPA ), 

Revista Española de Ciencia Política, N
úm

. 4, M
adrid, (abril 2001 ), pp. 171 ‒196; Carlos de la Torre, “The Resurgence of 

Radical Populism
 in Latin Am

erica, in Constellations, Volum
e 14, N

um
ber 3 (2007 ), pp. 384 ‒397; Carlos de la Torre, 

“Populism
o Radical y D

em
ocracia en los Andes ”, en Instituto de Ciencia Política - Pontificia U

niversidad Católica de 
Chile, Journal of D

em
ocracy en Español, Volum

en 1, Santiago, (julio de 2009 ), pp. 24 ‒37.

（
14
） Carlos de la Torre, op. cit ( julio de 2009)., p. 32.

（
15
） 

こ
の
点
か
ら
ペ
ル
ー
の
「
立
憲
主
義
」
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
川
畑
博
昭
「
ペ
ル
ー
共
和
制
史
に
と
っ
て
の
『
立
憲
主
義
』
の
相
違
│
│
『
統

治
』
と
『
経
済
』
か
ら
の
抗
い
」
京
都
民
科
歴
史
部
会
編
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』（
二
〇
一
四
年
）
二
八
五
号
、
五
二

－

六
六
頁
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
16
） See, for exam

ple, Ernesto Laclau, O
n Populist Reason, Verso, London - N

ew
 York, 2005.

（
17
） Carlos de la Torre, op. cit (abril 2001)., pp. 175 ‒179.

（
18
） 

な
お
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ボ
リ
ビ
ア
、
エ
ク
ア
ド
ル
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
次
を
参
照
。
坂
口
安
紀
「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
チ
ャ
ベ
ス
政
権
│
│
誕

生
の
背
景
と
『
ボ
リ
バ
ル
革
命
』
の
実
態
」、
遅
野
井
茂
雄
「
ボ
リ
ビ
ア
・
モ
ラ
レ
ス
政
権
の
『
民
主
的
革
命
』
│
│
先
住
民
、
社
会
運
動
、
民
族

主
義
」、
上
谷
直
克
「『
分
割
政
府
』
か
ら
『
委
任
型
民
主
主
義
』
に
向
か
う
エ
ク
ア
ド
ル
・
コ
レ
ア
政
権
」、
遅
野
井
茂
雄
・
宇
佐
美
耕
一
編
『
二

一
世
紀
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
左
派
政
権
：
虚
像
と
実
像
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）
所
収
。

（
19
） Carlos de la Torre, op. cit ( julio de 2009)., p. 30.

（
20
） 

と
り
わ
け
こ
の
点
に
お
い
て
、
デ
・
ラ
・
ト
ー
レ
ス
は
カ
ノ
ヴ
ァ
ン
の
議
論
を
踏
襲
し
て
い
る
。M

argaret Canovan, The People, Polity 
Press, Cam

bridge, 2005, p. 122 et seq.

（
21
） 

吉
田
徹
「
い
か
に
共
同
性
を
創
造
す
る
か
」『
世
界
』
二
〇
一
二
年
七
月
号
、
一
一
三
頁
。

（
22
） 

以
下
の
指
摘
は
、Carlos de la Torre, op. cit ( julio de 2009)., pp. 35 ‒36.

（
23
） Carlos de la Torre, op. cit ( julio de 2009)., p. 36.

（
24
） Carlos de la Torre, op. cit (abril 2001)., pp. 171 ‒196.
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（
25
） 

彼
は
そ
の
具
体
的
形
態
を
、「
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
の
国
々
を
例
の
小
規
模
共
同
体
に
お
け
る
互
酬
性
、
討
議
、
権
力
行
使
の
責
任

と
義
務
、
役
職
の
輪
番
制
な
ど
を
特
徴
と
し
た
「
コ
ミ
ュ
ー
ン
型
民
主
主
義
」（dem

ocracia com
unal/com

unitaria

）
に
見
出
し
、
こ
こ
で

の
代
表
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
異
な
り
、「
共
同
体
（colectividad

）
が
討
議
し
た
こ
と
を
厳
粛
に
表
明
し
遂
行
す
る
」
も
の
と

な
る
。Carlos de la Torre, op. cit ( julio de 2009)., p. 32.

（
26
） 
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
川
畑
・
前
掲
書
、
一
八
〇

－

一
八
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
27
） 

こ
れ
を
最
初
に
導
入
し
た
の
は
一
九
三
三
年
憲
法
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
憲
法
制
定
の
背
景
お
よ
び
こ
の
規
定
に
関
す
る
制
憲
者
の
意
図
に
つ
い
て

は
、
川
畑
・
前
掲
書
、
七
九

－

一
一
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
条
文
の
文
言
の
同
一
性
か
ら
し
て
も
、
こ
の
憲
法
の
制
定
形
態
（
法
律
家
集
団
に
よ
る
草
案
起
草
委
員
会
の
草
案
を
基
礎
と
し

た
憲
法
制
定
議
会
の
作
業
）
の
類
似
性
か
ら
し
て
も
、
ペ
ル
ー
一
九
三
三
年
憲
法
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
同
時
代
の
一
九
三
一
年
ス
ペ
イ
ン
第
二

共
和
制
憲
法
が
直
接
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
同
ス
ペ
イ
ン
憲
法
に
お
け
る
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の

影
響
力
も
看
取
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
、
参
照
、
池
田
実
「
ス
ペ
イ
ン
第
二
共
和
国
憲
法
（
一
九
三
一
年
）
に
お
け
る
議
院
内
閣
制
的
大
統
領
の
地

位
」『
日
本
法
学
』
七
三
巻
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
二
〇
五

－

二
三
三
頁
。

（
28
） 

そ
う
で
あ
る
だ
け
に
、
ペ
ル
ー
の
憲
法
学
に
お
い
て
、
こ
の
規
定
の
意
義
を
積
極
的
に
解
す
る
見
解
は
な
い
。

（
29
） Enrique Bernales Ballesteros, La Constitución de 1993 A

nálisis Com
parado, ICS, Lim

a, 1996, p. 460

は
、「
国
民
の
体
現

者
」
と
し
て
の
大
統
領
の
性
格
は
絶
対
君
主
制
の
理
論
に
よ
っ
て
の
み
説
明
可
能
で
あ
る
と
し
て
（「
朕
は
国
家
な
り
」）、
共
和
制
原
理
か
ら
導
か

れ
る
大
統
領
の
「
市
民
」
と
し
て
の
側
面
を
強
調
す
る
。

（
30
） M

arcial Rubio Correa, op. cit (2006)., p. 90.

（
31
） 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
川
畑
・
前
掲
論
文
（
二
〇
一
四
年
）、
六
一

－

六
三
頁
を
参
照
。
事
件
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、Centro de Estudios y 

Prom
oción del D

esarrollo ‒ D
ESCO

, Q
uehacer, N

º174, Lim
a, 2009, pp. 56 ‒75

に
組
ま
れ
た
特
集
記
事
が
詳
し
く
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
32
） 

こ
れ
は
、
二
〇
〇
三
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
世
界
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。Véase, Associação Brasileira 
de O

rganizações N
ão G

overnam
entais ‒ A

bong, G
overno e sociedade civil: um

 debate sobre espaços públicos 
dem

ocráticos, Apoio ALO
P ‒ Editora Peirópolis, São Paulo, 2003.
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El populismo para el constitucionalismo 
latinoamericano:

en busca de reencontrar el principio de “vox populi, vox dei ”

KAWABATA Hiroaki

 El presente artículo tiene por objeto apuntar la función del presidencialismo, 
no tan conocida comúmente, de convertir la voluntad del pueblo en vox dei a través 
del análisis del “populismo”, fenómeno frecuentemente surgido a lo largo de la 
histórica política latinoamericana y nefastamente apreciado para el constitucio-
nalismo de esta región. Esta evaluación tiene su lógica si vemos el carácter 
unipersonal del Presidente de la República. La misma se acentúa aún más con la 
introducción del voto popular para su elección a la mitad del siglo XIX.
 Además, son coyunturas históricas – políticas de América Latina lo que 
invoca estas reflexiones sobre el populismo, donde en estas últimas décadas se 
impusieron las políticas socio económicas de rasgos neoliberales devastando 
numerosos sistemas creados por las directrices del Estado social y dejando sus 
sociedades extremadamente polarizadas. Así, pues, se manifiesta de manera cada 
vez más aguda la desigualdad de las sociedades latinoamericanas. Estas son las 
razones por las cuales desde el comienzo del milenio se ha hablado del 
“post – neolibe ralismo” cuya expresión política se presenta como el 
“neopopulismo”. El nacimiento de aquellos “gobiernos de izquieda” en Venezuela, 
Ecuador y Bolivia deberá ser tratado en este paradigma.
 A tales efectos, este trabajo se remite al valioso estudio de Carlos de la Torre, 
sociólogo ecuatoriano que entiende el populismo en sus tres fases más relevantes: 
la primera caracterizada por el “populismo clásico” de las décadas de los 1930 y 
1940, la segunda del “neopopulismo” de los 1990s y por último el “populismo 
radical” observado en el período “post – neoliberalismo” que se inicia en la década 
del 2000.
 Todo ello nos ofrece una visión panorámica del populismo en América Latina 
en base a la cual de la Torre ha extraido la ecencia del populismo en una relación 
de confrontación entre el pueblo y la oligarquía. De ahí que podamos ver la función 
del populismo de incorporar y transformar lo informal en lo formal, lo que refuerza 
el principio de la soberanía del pueblo como el origen legítimo del poder público. 
En este sentido, el presidencialismo latinoamericano, si bien ha sido el objeto de 
frecuentes críticas por sus cortes autoritarias o dictatoriales, entraña un papel 
innato de formar y representar la volutand del pubelo que abarca a los más pobres 
y a los no blancos ante la globalización o la mundialización estructurada por la 
desigualdad entre los Estados. Si esta tendencia contemporánea ya es una “realidad 
instalada” para esta región, el rol que podría jugar el presidencialismo por ser 
unipersonal, por ende dinámico, merece una nueva especial atención en nuestros 
días.
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